
(問題 7の続 き )

間 4直 交座標系の z軸上にある無限に長い導線に,zの正の向きに電流 fが流れている。こ
の電流の うち(0,0′ Z′)の位置の微小部分 αz′上を流れる部分が ッ平面上の任意の位置

(χ,y,0)に 作るベク トルポテンシャル Aは ,
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(こ こに ezは z方向単位ベク トル)である。このとき以下の設問 (1),設問 (2)に
答えよ。解答用紙には途申計算も記せ。

(1)上記の式を用い,こ の電流のうち z=―αからz=b(α,bは定数で,α >0,b>0
とする)を流れる部分が(χ,y,0)に 作るベク トルポテンシャル Aの 3成分 4χ ,スy'

スzの 表式を求めよ。途 中計算 においては,有会フ (cは 定数 )の 不定積分は

In(vχ 2+ε 2+χ)でぁる事を用いても良い。
(2)(1)で 求めた Aの表式から,上記の電流部分が位置 P(α,0,0)に 作る磁束密度の y
成分 Byを求めよ。ただし,dは定数で,d>0と する。
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